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する外資系企業の資金調達の便を図ることが中国経済の発展に必要不可欠だからといえる。   
匡頭  
以下の理由により、我々は2010年までに中国の人民元は切り上がる、と主張する。   
①中国は現在、為替政策として管理変動相場制を採用し、変動幅を前日の対ドルレート中   
値比±0・3％という極めて狭い範囲でのフロートを維持するため、外国為替市場への積   
極的介入を余儀なくされている0また近年の貿易黒字や海外直接投資の増加による人民   
元高圧力から中央銀行は一定して元売りドル買い介入を行ってきた。こうした中央銀行  





②中国はWTO加盟に伴い、輸入産業における輸入関税率を引き下げ、輸出産業における   
輸出補助金を（一部例外を除き）撤廃した。これは輸入品価格の低下と輸出品価格の上昇   
をもたらす。加えて人民元の切り上げが起これば中国にとって交易条件が改善されるた   
め、消費者の消費枠が拡大する。これは内需拡大を主要目標とする中国経済にとって望   
ましいものであり、経済厚生が大きく高まる。  
③中国の愉出産業に占める外資系企業比率は非常に高く、人民元の切り上げはこれら中国   
経済発展を牽引してきた外資系企業にとって、賃金コストの上昇をもたらす。しかし   
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